
●ハイブリッドクロック　光量と出力電圧を測定する

　太陽電池の＋側にテスタ棒の赤（＋）、－側にテスタ棒の黒

（－）を接続し、測定レンジを直流の５V以下にします。

　この状態で、室内・室外・蛍光灯の下などで測定を行います。

測定値を記録しましょう。そのとき照度計（明るさを計る計器）

を使って明るさも測定すれば、明るさと出力電圧の対応表も作る

ことができます。一度これを作成すれば、太陽電池とテスタの組

み合わせで、簡易照度計として利用することもできます（照度計

の光センサーには、太陽電池が使われています）。

　

　

●光量と出力電圧

　光量（Lux）　 　出力電圧（V）　

20000 3.2

10000 3.0

3000 2.9

2000 2.9

1000 2.8

500 2.7

●ハイブリッドクロック　太陽電池でLEDは点灯するか？

　LED（発光ダイオード）は、太陽電池と同じp型

半導体とn型半導体を組み合わせたもので、pからn

へ電流が流れると、その境目にあたる接合面から光

を発光します。発光するためには、最低1.5V必要で

す。太陽電池の最高出力電圧も約1.5Vです。

　 1.5VでLEDが点灯してもうす暗いので、黒い紙

などでLEDを包み、太陽電池とミノ虫クリップで接

続後、窓際や屋外で点灯するか確かめてみましょ

う。もし点灯すれば、太陽光の光エネルギーが電気

エネルギーに変換され、LEDによってまた、光エネ

ルギーに再変換されたことを実感できるでしょう。

　

　　

●ハイブリッドクロック　ELライトについて

　ELライトは、硫化亜鉛系の蛍光体に電流を通す放電物質を

加えて、厚さ１０マイクロメートルの板状にのばし、それを

真中にして、上下を透明な電極でサンドウィッチにしたもの

です。ただし、豆電球は直流を接続するだけで点灯しますが、

ELライトは交流電圧を加えないと点灯しません。そこで、EL

ライトは直流を交流に変換する電源（これをインバーターと

いいます）とセットで使用します。

　では、実際に光るかどうか試してみましょう。

　

　　試してみよう

　　

直流（乾電池） 交流（インバーターから）

　　　

　　

　インバーターで直流から交流を作るので、ミニ蛍光管（4W）に接続しても光らせることができます。

　これは、キャンプ用の携帯型蛍光灯に利用されています。

注意： ELライトの両端は高い電圧が出ていますので、素手で触れないようにしてください。

　　　

　

ELライトの光は蛍光色で、電子照明ともよばれます

が、正式名称はエレクトロルミネセンス（EL＝electrol

umines-cence）といいます。省電力で発光することか

ら、時計の文字照明や液晶電卓のバックライト、非常

口誘導灯などに応用されています。

　

●ハイブリッドクロック　ゲルマニウムラジオ

ゲルマラジオは、電池なしで動くラジオです。回路が簡単なので作るのは容易ですが、電池なしということは増幅器

がないということなので、うまく鳴らすのは難しいラジオです。

　

【ゲルマラジオの組み立てに必要な部品】

1.セラミックコンデンサ　100pF　・・・1　（別売り）

2.ダイオード　・・・1　（別売り）

3.抵抗器　1MΩ　・・・1　（別売り）

4.リード線（赤、黒）　・・・各1　（別売り）

5.アンテナ線　・・・2m　（別売り）

6. クリスタルイヤホン（学校用を使用）　・・・1

　

　

これらの部品が揃ったら、ゲルマラジオの基盤を取り出し、下図のように組み立てます。組み立てが終わったら注意

してアンテナ線の先をAC100Vのきているテーブルタップにつなぎ、クリスタルイヤホンを耳に当てて同調ツマミを

回してみます。ラジオの放送が受信できましたか。

　

　

　

注意 1. コンセントに差し込むとき、アンテナ線の裸線部分を直接持つと感電する恐れがあるので注意する。

2. アンテナ線の先をコンセント内にむやみにたくさん押し込むと、内部でショートする恐れがあるので

注意する。
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